
A：目標を達成することができた（100％以上）

B：目標を概ね達成することができた（80％～99％）

C：目標を半分程度しか達成することができなかった（30％～79％）

D：目標をほとんど達成することができなかった（30％未満）

Ⅰ．経営発達支援事業の内容

７年度

目標 実績 評価

①RESAS活用データの公開活用 １回 - -

②龍泉洞の観光客等の動向情報の公開回数 12回 12回 A

③全国・地域動向情報公開回数 ４回 ４回 Ａ

①消費者ニーズ調査結果の提供の提供件数 ５社 ５社 Ａ

②地域外に販路を求める需要動向調査 ５社 ６社 A

　　ア．岩泉まつたけ事業者対象者数 ３社 ３社 Ａ

　　イ．いわいずみ炭鉱ホルモン鍋対象者数 ２社 ２社 A

③商談会及び展示会の需要動向調査 ４社 ５社 Ａ

　　ア．各種食品の支援対象者数 ２社 ４社 Ａ

　　イ．木材関連の支援対象者数 ２社 １社 B

①事業計画策定件数 18社 19件 A

②事業承継計画策定件数 ２社 １件 A

合　　　　　　計 20社 20件 A

フォローアップ対象者事業者数 20社 26件 A

　頻　度（延回数） 80社 88社 A

　売上の増加事業者数 ５社 - -

①岩泉まつたけのブランド化の推進支援対象
　事業者数

７社 ７社 Ａ

　　ア.新たな成約件数／社 １社 ２社 Ａ

　　イ.松茸小屋開催によって売上増加 20万円 348万円 Ａ

②いわいずみ炭鉱ホルモン鍋の出展事業者数 ３社 - -

　　　売上増加額／社 10万円 - -

③広葉樹木材製品の販売促進支援事業者数 ２社 １社 B

　　　成約件数／社 １社 ０社 C

④岩泉の食の販売促進支援による事業者数 ２社 ４社 A

　　　成約件数／社 １社 ０社 C

Ⅱ.経営発達支援事業の円滑な事業に向けた支援力向上のための取組

７年度

①事業評価委員会の開催 3回 1回 A

②事業評価委員会のホームページへの掲載 1回 １回 A

①外部招聘への参加及び資質の向上の取組み 随時 随時 A

②実施による全職員の資質の向上 随時 随時 A

③支援ノウハウ等情報共有化 随時 随時 A

出展がホルモン隊に集約されているため出展事業者は無し。

事業者の廃業もあり、支援対象者が１社のみとなった。

今年度の成約は無いが、商談を継続している。

鹿肉ジビエや龍泉洞黒豚、畑わさび、魚介加工品各事業者の支援を
行った。

岩手県商工会連合会の職員向け研修会に参加。専門家派遣に帯同し
ノウハウ習得に努めた。

今年度の成約は無いが、商談を継続している。

実　　　績

経営発達支援計画事業の進捗状況の共有や課題、今後の対応策等
について検討するため評価委員会を３回開催した。

事業評価委員会を終了後に経営発達支援計画の最終的な評価結果
を当会ホームページに開催した。

ネットショップ購入者等のレビューをデータ解析して販売向上を図った。

ホームページで岩泉ホルモンの作り方等を紹介、２社の商品をアピール
して普及を図った。

今年度はいわて食の商談会大阪及び仙台に出展。

今年度はいわて食の商談会大阪及び仙台に出展。

事業者の廃業もあり、支援対象者が１社のみとなった。

データが古いため公開活用は行っていない。

毎月提供により把握し、ホームページでグラフに示し公開している。

中小企業景況調査(15社・年４回）実施。商工会報にて公開。

商品券販売にあわせ消費動向等の独自調査（３回）実施し、計画策定
に活用。

新商品開発にあたり取引先から需要動向を把握し、商談に臨み成約を
得た。

項　　目

７年度
事　　業 項　　目

８.経営指導員の資質
　の向上等に関する
　こと

項　　目

岩手県商工会連合会の広域指導員によるOJTの実施や専門家派遣支
援時に職員が同席し、そのスキルの取得に務めた。

経営支援機関システム「商工会イントラ」を活用し、職員間で支援情報
のスムーズな情報共有を行った。

7．事業評価及び見直
　しをするための仕組
みに関すること

項　　目

経営発達支援事業評価シート

事　　業 項　　目
７年度

実施した事業実績

　　　　　　　　　　　　　　　評価基準

１．地域の経済動向
　調査に関すること

２．需要動向調査に
　関すること

３．経営分析に関す
　ること

①経営分析件数 40件 A

４．事業計画策定支
　援に関すること

５．事業計画策定後
　の実施支援に関す
　ること

６．新たな需要の
　開拓に寄与する
　事業に関すること

49件

経営革新計画承認３件、小規模事業者持続化補助金７件申請５件採択、県賃
上げ補助金３件、さんりく基金採択３件他実績を上げている。

事業承継アンケートやヒアリングによって状況把握に努めている。

事業者の経営改善や補助金申請、マル経申請にあたり経営分析の支
援を行った。

上記の件数の合計

過年度事業計画を策定した事業者や計画策定事業者等のフォロー
アップを実施。

事業計画を策定した全べての事業者を対象に四半期毎の支援を目指
している。

集計中

岩泉まつたけのブランド化を図る組合員及び対象者の支援。

はこビュン（JR）で百貨店に販売、クロネコ関連企業を通じ、首都圏の
飲食店を開拓している。

松茸小屋参加店売上合計額を記載している。前年比46万円増。

出展がホルモン隊に集約されているため出展事業者は無し。
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C：目標を半分程度しか達成することができなかった（30％～79％）
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